
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

   
 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつまでも暑いあついと言っていたのに、いつの間にか吹き付ける風がキーンと冷たくなってき

ました。しかし一方で、透き通った青空を見上げると心地よさを感じられる季節でもあります。 

園庭や公園の落ち葉やどんぐり、茜色の夕焼け雲。季節の移り変わりに目を向ける時間も大切に 

したいものですね。 

さて、１２月は発表会、クリスマス会、おもちつきと保育園の行事もたくさんありますが、ご家庭

でのイベントも多い季節です。健康で楽しく過ごせるようみんなで健康管理を徹底していきま 

しょう。                                主任 福永 郁子 

にじいろだより 1２月号 

２０２4．12．2発行 

    今月の予定     

● ７日（土） 発表会（幼児クラス） 

※保護者参加の行事です。土曜保育利用者はいない為、行事後閉園します。 

●２０日（金） クリスマス会        

●２４日（火） おもちつき（ぐんぐん組・みるみる組 ※いきいき組は見学） 

●２８日（土） 保育納め 

 ※１２月２９日（日）～１月３日（金） 年末年始休暇 

●日時指定なし 避難訓練 

●日時指定なし 散歩時避難訓練（幼児クラス） 

 

    写真撮影予定日     

● 7 日（土） 発表会       ●１０日（火） 生活の写真 

●２０日（金） クリスマス会    ●２４日（火） おもちつき 

 

 

    お願い     

●今年度の年末年始は大型連休ということもあり、休暇を長めに取られる方もいらっし

ゃるかと思います。給食の食材の発注に伴い 12 月 23 日（月）～1 月 17 日（金）まで

の間でお休みの予定がある方は、ノートに記載の上、担任までお伝えください。 

●年末年始は催しを楽しむことが多いと思いますが、お子さまの疲れが出やすい時期で

もあります。規則正しい生活を心掛けて頂きますよう、お願いします。 

    事務所より     

●各種届け書の締め切り日は、１２月２0 日（金）です。 

●集金袋が配布されましたら、１週間以内にお支払いください。 

 

        お知らせ       

●土曜保育利用者の方へ 

・１２月２８日（土）と 1 月４日（土）に土曜保育をご利用のされたい方は、 

 12 月２６日（木）９：３０までに「土曜保育申請及び勤務時間証明書」の提出を 

 お願いします。 

新入職員のお知らせ 

保育士  極檀 結菜 

 

 

１１月２５日（月）にクローヴァ歯科クリニックの歯科医が来られて歯科検診及び歯科

指導を行って頂きました。虫歯の子どもは乳児、幼児共に数名でしたが、汚れが多い為

クリーニングを歯医者でしてもらった方がいいと思われる子どもが多かったようです。

口呼吸によるリスクを防ぐ為、口元の筋肉を鍛えるあいうべ体操や正しい姿勢を意識 

することが大切という指導をしてもらいました。ご家庭でも意識して取り入れてみて 

ください。無料で健診が受けられるのは１２月７日（土）までです。受診結果は切り 

取って保育園に提出ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   のびのび組       

●秋の自然を感じながら戸外遊びを楽しむ。 

●フォークを使って食事をしようとする。 

  
 

最近ののびのび組の子どもたちは、園庭や散歩先の公園に上着を着て行く事が嬉しいようです。

「これだよ」と、得意気な表情で披露してくれる姿を微笑ましく思います。そして、自慢の上着

を着て、帽子をかぶって、階段を昇降したり友だちと遊ぶ姿は、とても凜々しく自信に満ちてい

るように見えます。とくに、お友だちと手を繋ぎ、会話を楽しみながら歩く姿は、もうすっかり

お兄さん、お姉さんですね。年末にかけてご家庭でイベントやお出かけが増える時期かと思いま

すが、園でもクリスマス会を行ったり、制作をしたりして、季節の行事に触れられるようにして

いきます。 

                    ゆうゆう組       

●上着の着脱を自分でやってみようとする。 

●鼻水が出たことに気づき、保育者に知らせたり自分で拭こうとしたりする。 

 

１１月の天気の良い日に散歩にも行きました。徳生公園では、桟橋から池の中を覗いて

黄色や黒色の鯉を見たり、斜面を「よ～いドン」の掛け声でお友だちとみんなで登って、

車道を走る大好きな「はたらくくるま」（バス、宅配車、ゴミ収集車）に大きく手を振

る姿も見られました。またいつもの池の周りのコース以外にも、坂道を登って山の頂上

まで行くコースも初めて行きました。「もしかしたら、トトロに会えるかも？」と子ど

もたちはワクワクしながら坂道をどんどん歩いていました。お友だちと手を繋いで歩く

場面でも、道の端を意識して歩けるようになってきました。「端っこ名人、端っこに」

と子ども同士で声を掛けたり、前を歩くお友だちとの間が空いてしまったら、「あいだ

があいたら、すぐつめる」と声掛けをしながらすぐに行動に移せる姿がありました。こ

れからも寒い日が続きますが、この季節ならではの遊びを楽しみたいと思います。  

 

                    いきいき組       

●冬の生活の仕方を覚え、進んで取り組む。 

●劇遊びを通して、友だちと一緒に表現することを楽しむ。 

●身体を十分に使い、戸外で元気に遊ぶ。 

 

発表会へ向けて、お部屋で毎日少しずつ練習をしています。待つ場所、並ぶ順番、立つ場所、

台詞等、覚えることはたくさんありますが、お気に入りの色で自分の役になりきって、楽しそ

うに取り組んでいる様子があります。分からなかったり、違う場所にいたりする友だちには、

「こっちだよ」等と、子ども同士で声を掛け合う姿もありました。歌は「どんな色が好き」の

歌を練習しているのですが、元々好きな歌ということもあり、驚くほど元気いっぱいの歌声を

聞かせてくれるので驚かされると思います。先日、初めて舞台で練習をしたのですが、少し背

筋が伸びたように視界が広がった景色にドキドキ…といった表情でした。子どもたちは、保護

者の方々に観てもらう発表会をとても楽しみにしています。当日、頑張った子どもたちの姿を

ぜひご覧下さい。 

                   まるまる組       

●戸外から帰った際は、保育者と一緒に手洗いの仕方を知り、慣れていく。 

●保育者と一緒に、人や動物、仕草などの模倣をして楽しむ。 

 
 

「お散歩（園庭）に行きましょう」と声を掛けると、帽子を取って被ろうとしたり、靴箱から自

分の靴を取り出し履こうとしたりする子どもたちです。少しずつ自分でできるようになっていく

姿に成長を感じています。できないところは、そっとお手伝いしながら自分でやってみようとす

る気持ちを育てていきたいと思います。 

クラスより 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    ぐんぐん組       

●役になりきって演じることを楽しんだり、大勢の人前で発表することで 

達成感を味わったり自信を持ちましょう。 

●保育者の声かけのもと意識して約束事を守ろうとしたり友だち同士で声を掛け合いましょう。 

●様々な絵本に触れ興味の幅が広がり、自分でも一定時間集中して読んでみましょう。 

 

つい最近まで季節外れの暖かい日が続いていたかと思ったら、急激に冷え込む日が増えてきて冬の訪れを

感じます。子どもたちにも衣替えの話と併せて気候によって衣服の調節を自分で出来るように伝えていま

すので、ロッカーの中身の確認や気候に合った衣服選びを子どもたちと一緒にやってみてください。 

掲示物等でもお伝えしていますが、少しずつ発表会の練習に取り組んでいます。始まった頃は、どういっ

た形での劇になるのか予測がつかずドキドキしていましたが、子どもたちと意見を出し合って進めていく

うちに段々と形になり、観に来てくれた職員や子どもたちが口々に「面白い！」と言ってくれています。

完成に向けて、「どうすればもっと素敵になるのか」という話し合いが自由遊び中にも聞こえてくるように

なり、子どもたち自身が劇を作っていると実感します。子どもたちが考え作り上げる劇が、当日どのよう

なものになるのか、担任も楽しみです。 

                    みるみる組       

●劇練習を通して、友だちと一緒に表現したり、自分のイメージを持って 

役になりきったりすることを楽しむ。 

●冬の訪れを感じたり、年末年始の風習を知り興味を持ったりする。 

●自分の思いを相手に伝えたり、相手の思いを聞こうとしたりする。 

１１月号でもお伝えしていますが、発表会に向けての練習をしています。台詞が多い劇ですが、頑張って覚

え、大きな声で言えるようになってきたみるみる組の子どもたち。みんな「どろぼうがっこう」が大好き

で、自由遊び時には何名か集まって発表会ごっこをしていることがありました。先生役がいたり、いつも

と違う役を演じてみたり、子どもたちから見た練習風景を見るこができて面白かったです。また劇中のう

たを自然と口ずさんでいる様子が多く見られるのですが、特に「ぬきあし、さしあし、しのびあし」の歌

は他クラスの子どもたちも口ずさむ程、耳に残る歌のようです。発表会の練習を通して、子どもたち同士

で台詞を教え合ったり、動き方を教え合ったりと助け合う姿がたくさん見られ、子どもたちの成長が感じ

られました。発表会当日は子どもたちの頑張る姿をご覧頂きたいと思っています。 

インフルエンザの登園再開の目安 

１１月の乳児健診の際に、園医の山下医師より、すでにインフルエンザ罹患者

が増加傾向にあると情報を頂きました。インフルエンザＡ型が熱、インフルエン

ザＢ型が微熱と腹痛、下痢嘔吐の症状です。またその他でも、罹患すると頭痛、

関節や筋肉の痛みなどの症状があります。すぐに検査をしても正しい結果が出な

いことがある為、症状が出てから１２時間後以上経過したあとに検査をすること

がおすすめです。インフルエンザは登園再開の目安が決まっています。発症日と

解熱日は 0 日カウントです。下記の表をご参照ください。登園時に、医師記入の

意見書が必要となります。意見書は、保育園の事務所前カウンターやホームペー

ジからもダウンロードできますので、受診時に必ずお持ちください。また、お子

さまを送迎する方も罹患した場合は、園内には入ることができませんのでインタ

ーホン対応になります。その際はお電話にてお知らせください。 


